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周波数 394.5GHz 帯及び 460	GHz 帯のジャイロトロンに周波数と出力の安定化機能と周波数の広帯域

可変機能及び周波数の高速変調を行うことにより、DNP の効果を増強する基盤技術を以下に示すよ

うに整備した。 
 
1)600MHz	DNP-NMR 用のテラヘルツ帯光源として、周波数 394.5GHz、出力 40W のジャイロトロンを開

発し、周波数の可変幅 1.5GHz を達成し DNP-NMR 装置の最適化の設定に成功した。その結果、NMR 測

定の感度を向上させる研究に寄与した。	

2)	460	GHz	ジャイロトロン 2 台(Gyrotron	FU	CW	GO-I	及び	GO-II)を用いて、	周波数可変の機能

と周波数高速変調の機能を付与し、蛋白質研究所の 700MHz	NMR	装置に設置し、DNP	による感度向

上のための光源を整備した。	
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